
  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                       

 

1. 内容 

希釈済みNE Cocktail (INSM1 + Chromogranin A + Synaptophysin)  抗体 7.0 mL (1本)  

NE Cocktail 抗体は INSM1，Chromogranin A，Synaptophysin の感度および特異性を組み合わせたマウス

モノクローナル抗体とラビットモノクローナル抗体の混合抗体です．  

 

2. 使用目的 

神経内分泌腫瘍（NEN：Neuroendocrine Neoplasm）は神経内分泌細胞からできる腫瘍で，膵臓・消化管・

肺など全身の様々な臓器に見られます．高分化型を神経内分泌腫瘍（NET：Neuroendocrine tumor），低分

化型を神経内分泌がん（NEC：Neuroendocrine carcinoma）と分類します．近年，患者数の増加が報告され

ています． 

HE染色でNETを疑う組織像が見られた場合は神経内分泌マーカーによる免疫染色を実施します．一般的

に神経内分泌腫瘍(NET)は種類によって陽性率や抗体の特異性に違いが見られますが，INSM1 はあらゆる

NET の核に陽性反応を示し，感度・特異度ともに優れた新しい神経内分泌マーカーです．従来より代表的な

神経内分泌マーカーとして知られている Chromogranin A や Synaptophysin は細胞質に陽性反応を示すた

め，INSM1 との併用は全身臓器に発生する神経内分泌腫瘍(NET)の診断補助および神経内分泌細胞の局

在の評価に有用です． 

この NE Cocktail抗体はこれら 3種類のマーカーを同一切片・1回の染色で評価可能にしました． 

 

3. NE Cocktailを使用した染色方法(例) 

1. 脱パラフィン操作 

2. 加熱による抗原賦活法 

   予めウォーターバスで 95度に加温した抗原賦活液 (1mM EDTA溶液 pH8.0 – 10.0)に，脱パラフィン

した標本を浸して，40分間処理 

   ウォーターバスから標本の入った容器を室温で放熱(20分間) 

3. 流水にて軽くすすぎ，蒸留水で水洗 

4. 洗浄バッファーに標本を浸す．(5分間) 
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操作(4)以降は，内因性ペルオキシダーゼ処理をしてから， NE Cocktail 抗体をそのまま滴下して室温で 30

分間反応させます． Cocktail抗体反応の後は，マウスイムノグロブリンとウサギイムノグロブリンの両者に反応

するポリマー試薬，もしくは ABC/LsAB 試薬によって検出を行います． また，肺癌組織には内因性ビオチンが

多数存在する場合があります．ABC/LsAB試薬による検出の際には，予め内因性ビオチンをブロックしてから陽

性・陰性反応の検出を実施して下さい． 

  染色機で初めて染色する場合は，まずはデフォルトの設定で試染色を実施し，賦活時間や一次抗体の反応

時間を適宜調整ください． 

 

4. 染色例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure1： NE Cocktailで染色した FFPE ヒト肺小細胞癌組織    Figure2： NE Cocktailで染色した FFPE ヒト膵臓ラ氏島組織  

 

5. 貯法 

冷蔵：2~8℃で保存ください． 
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